
令和８年度 愛知県血液検査研究班 7 月研究会 

～アンケート結果～ 

作成日 令和 8 年 7 月 26 日 

日時：令和 8 年 7 月 18 日（土）14:00～17:00 

テーマ： 『認定血液検査技師試験』受験の意義と対策 

講 師：  1.末梢血液像     藤田医科大学ばんたね病院  松尾 早也伽 

 2.骨髄像       安城更生病院  山本 喜之 

 3.細胞識別問題    日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院  入谷 康太 

参加者：40 名 

 

【アンケート結果】（33 名） 

① 所属都道府県技師会 

 

② 研究会はどこで知りましたか？ 

 



③ 日常検査で担当している部署はどちらですか？ 

 

 

④ 末梢血の症例および解説についていかがでしたか？ 

 

 

⑤ 骨髄の症例および解説についていかがでしたか？ 

 

 

 

 

 

 



⑥ 細胞識別問題についていかがでしたか？ 

 

 

⑦ 今回の講演会に対するご感想をお書きください。 

・実践的に問題を解く機会がなかなかないので、問題を解いて自分の知識が曖昧な部分が目に見えたの

でとてもよかった。 

・動画問題を解くうえで、時間配分など、過去に受験した方のご意見を聞けたのがよかった。 

・実際の問題形式で実践的でよかった。（多数） 

・認定レベルの知識を持っていないので難しかったがとてもためになった。 

・ちょうどいい難易度であった。 

・認定試験の話を交えて解説してくださったのがよかった。 

・周りに受験経験者がいないため大変参考になった。 

・解説も詳しくわかりやすかった。（多数） 

・細胞識別の説明がわかりやすかった。（多数） 

・細胞識別問題の解説が特にわかりやすく、細胞鑑別のポイントや特徴が簡潔に書かれていてわかりや

すかった。 

・遺伝子異常などと合わせて勉強できてよかった。 

・認定試験の大まかな内容と気を付ける点について知ることができた。 

・日頃遭遇する症例を今回の問題のように深堀りして考えていなかったため、今後は日常から精進した

い。 

・普段見られない細胞も提示してもらえてとても勉強になった。 

・血液検査業務歴が浅く、全体的に難しかった。認定試験受験可能レベルまで精進したい。 

 

・スライドが反射していて細胞鑑別が難しかった。 

・解説資料が欲しい。 

・定期的に細胞識別の勉強会があるととてもありがたい。 

・血算の細胞数を記載していなかったのは、視野から正常か異常かを判別するためでしょうか？ 

・試験で遺伝子変異を答えるときは、長腕、短腕まで書けたほうがいいのか？ 

 

 



⑧ 研究会、講演会で希望する内容があればご記入ください 

・新人向けの内容が聞きたい。 

・凝固系検査について（２件） 

・今回のような試験対策勉強会（２件） 

・認定の専門問題のポイント 

・T 細胞系リンパ腫 

・骨髄検査の所見の取り方 

・化学療法後の細胞形態変化について 


